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　　　The　present　study　was　carried　out　to　clarify　common　or　d迂ferent　characterist▲cs　among

factors　determining　four　different　sport　activities，　and　to　select　valid　factors　predictmg　students’

sport　activities．　However，　factors　as　the　sublects　of　this　study　were　social　and　sport　related

factors，　which　were　composed　of　fifty　items　related　to　basic　characteristics　of　studellts，　their

livhlg　hours，　fam∬y　environment，　life　consciousness，　sport　involvement　and　consciouslless，

sport　conditions　and　sign証icant　others，　　and　on　the　other　hand，　　f　our　sport　activities　as

dependent　var銅bles　were（1）frequency　of　sport　participation　per　week，（2）sport　participation

for　the　improvement　of　health　and　physical　fitness，（3）participation　in　sport　events　at　univer－

sities　and　communities，　and（4）belonging　to　sport　clubs．

　　　The　questionn誕re　was　distrlbuted　to　261　male　and　316　female　students　in　the　city　of　Fukuoka

in　January，1981．　The　data　were　mainly　analyzed　b　y　Hayashi’s　Quantification　Theory（2）．　The

results　were　summarized　as　follows：

　　（A）The　results　on　simple　correlation　coefficients

　　1．Generally，　main　factors　showmg　high　correlations　with　each　sport　activities　were　present

belonging　to　sport　clubs，　present　sport　encouragement　l）y　friends，1ikes　and　disUkes　of　physical

education，　chance　of　sport，　and　participation　expeτiences　of　sport　tournam　ents，　etc．1n　addition，

as　factor　groups，　sport　conditions　and　sport　involvement　alld　consciousness　were　related　very

strongly　to　all　sport　activities，　but　family　environments　and　life　consciousness　were　not　any

related．　Accordingly，　sport　related　factors　had　stronger　affections　than　l）asic　and　social　factors．

　　2．As　f　or　male　students，　that　tendency　was　more　remarkable，　and　veri－various　factors　had

strong　affections　on　their　sport　activities．　However，　there　were　not　so　many　significant

factors　as　for　females．

　　3．On　the　relationshjp　between　factors　groups　and　each　sport　activities，　sport　related　factors

which　were　consisted　of　sport　involvement　and　consciousness，　sport　conditions　and　significant

others，　had　strong　correlations　with　all　of　each　sport　activities，　and　especね皿y，　that　was　notable

in（2）health　and　fitness　and（3）sport　events．　Shn江arly，　sport　aqtivity　（2）and　（3i　had　strong

connections　with　various　basic　and　social　factors．

　　　（B）The　results　on　partia160rrelation　coefficients

　　　1．As　factors　groups　havhlg　strong　correlations，　family　environment（father，s　career，
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family　income，　etc），　sport　involvement　and　collsciousness（looking　and　listening　of　sport　program，

present　belonging　to　sport　clu1）s，　etc）　and　significant　others　（parent　sport　experience・　present

sport　encouragement　by　friends，　etc）were　indicated　especially．　Conversely，1ife　consciousness

and　sport　conditions　had　not　so　strong　corre］lations．

　　2．Excepting　the　ab　ove　factors，　types　of　residence，　sleeping　time，　chance　of　sport，　past

sport　encouragement　by　mother，　and　others　were　indicated　as　factors　showing　strong　corre－

1ations．

　　3．On　the　relation　of　factor　groups　and　each　sport　activities，1）asic　and　social　factors，　such

as　dem　o　graphic　elements，1ife　hours，　family　environment，　had　very　strong　correlation　with

（2）health　and　fitness．　OII　the　other　hand，　sport　involvement　and　consciousness　had　strong

relations　relatively　with（1）participation　frequency　and（2）sport　events，　but　sport　conditions

had　strong　relations　with　only（4）sport　clubs．

　　4．Although　that　tendencies　were　showll　in　males　and　females，　it　was　indicated　as　other

characteristics　that　strong　correlations　were　shown　in　sport　conditions　and　life　consciousness

especia皿y　toward　males，　and　significant　others　and　life　hours　toward　females，　and　in　addition，

the　influences　of　basic　and　s　ocial　factors　were　m　ore　remarkable　on　females．

　　5．There　were　many　notable　differences　l）etween　s㎞ple　correlation　coefficient　and　partial

correlation　coefficient．　Altholl　gh　the　detail　was　not　iIldicated　here，　genera皿y，　sport　related

factors　had　very　strong　s口nple　correlations　and　re］已tively　feeble　partial　correlations，　and　conv－

ersely，　basic　and　social　factors　showed　the　opposite　tendencies．

　　（C）　Comparison　by　categories　scores．

　　　．There　were　various　differences　on　the　strength　and　directions　of　determination　by　factors，

categories　according　to　each　sport　activities　and　sex．　However，　it　was　shown　as　general

tendency　that　students　participating　and　involving　each　sport　activities　bad　comf　ort毎ble　l）asic

and　social　conditions，　many　good　sport　conditions，　various　sport　experiences，　and　positive　sport

attitudes　and　b　elief　s．

　　（D）Similarity　of　sport　activities

　　　When　the　simiarity　of　each　sport　activities　was　examined　by　the　contents　of　distributing

factors　and　the　direction　of　distribution，　simコar　sport　activities　were（1）participation　frequency

and　　（2）health　and　fitness，　or　（3）sport　events　and　（4）sport　club　s，　and　on　the　other　hand，

unsimilar　sport　activities　were（2）and（3），　or（1）and（3）．　These　general　differences　amollg　sport

activities　were　not　so　remarkable　as　compared　with　differences　b　etween　males　and　females．

　　　　（Joumal　of　Health　Science，　Kyushu　University，4：51～76，1982）

緒　言

　近年，スポーツの大衆化に伴って，なぜ人々はスポ

ー ッに参加するのか，あるいはそこにはどんな要因が
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関与しているのか，等々の問題に関する研究が増大し

ている。一方，それらの研究の多くがコンピューター

の普及に伴って，複雑な統計技法を適用していること

も大きな特色である。それらの研究の典型的’な例が，

スポーツ参加の規定要因やスポーツへの社会化などに

関する，数量化理論第H類7）9）12）17）18），重回帰分

析6），段階的残査回帰分析15），あるいはパス解析4）

8）10）　16），等々の技法を適用した研究である。これら

の研究により，人々のスポーツ参加に対する関連諸要

因の関与の構造と過程の一面はかなり明確にされてき

た。
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　ところで，例えば人々がバレーボールやサッカーな

どのスポーツを行なう場合，そこでは種々の要因が関

与しつつ人々のスポーッ行動が成立している。つまり，

行動の内容や方法はそれを行なう個人の特性はもちろ

ん，それを取りまく社会的諸条件によって著しく異な

ると考えられる。その意味で，スポーツ活動の規定要

因つまりその独立変数に関する研究は重要な意義をも

っている。だが’方，前記の例ではバレーボールやサ

ッカーという行動内容自体の特性によってもそこに関

与する諸要因の内容とウエイトは著しく異なるものと

推測される。これはいわば従属変数に関わる問題とい

えよう。従って，スポーツ活動の規定要因に関する考

察においては，独立変数と従属変数との相方を考慮し

てその精密化と一般化をすすめることが不可欠であ

る。しかしながら，従来の研究では従属変数の差異を

無視して独立変数の側面のみに焦点があてられる傾向

にあった19）。　しかもその場合でも，設定される要因

の内容やカテゴリーが著しく異なり，例えば社会化研

究では過去の要因のみが，一方規定要因の研究では現

在の要因のみが各々設定されてきたように，独立変数

に関わる結果の一般化には多くの課題が残されてい

る。一方，従属変数としてのスポーツ活動の差異に着

目した研究は，研究例自体が著しく少なく，僅かに西

垣ら14），松田ら9），多々納・厨18），多々納ら19）の

研究などがあげられるのみである。

　以上のように，スポーツ参加に関与する関連諸要因

に関する研究においては，独立変数としての関連要因

についてはもちろん，従属変数自体についても，その

視点や設定方法などに問題があり，変数としての一般

性や妥当性が疑わしく，そのため従来の研究諸結果の

一般化には多くの課題が残されている19）。

　そこで本研究は，スポーツ行動予測のモデルと予測

式の定式化に関する筆者らの一連の研究2）19）20）21）

22）の一つとして，従来軽視されてきた従属変数（被説

明変数）としてのスポーツ活動自体の差異に焦点をあ

て，諸要因の関与の内容とウェイトにいかなる共通点

や相違点がみられるのかについて考察するものであ

る。なお，同一のテーマによって，関与する諸要因とし

ての心理的・身体的諸要因については別に報告される

ため23），　特に本研究はその中の社会的諸要因のみを

とりあげそれを考察する。なお，本研究の最も主要な

目的は従属変数の差異によりいかなる独立変数の差異

がみられるのか，それらの差異と共通性に基づいて筆

者らのスポーツ行動予測の研究における行動予測因と

して有効な要因を抽出することにあるため，関連する

先行研究にみられる諸結果との比較・考察はすべて割

愛することとしたい。

方　法

1．　調査と分析方法の概要

　（1）調査の時期と対象

　昭和55年1月，福岡市内の大学1年生，男子261名

（国立143，私立118），女子316名（国立76，公立69，

私立74，私立短大97）に対し，質問紙法による調査を

実施した。調査は体育実技および講義の時間に調査票

を配布し回収する方法によるものである。

　②分析方法

　とりあげた変数・要因は，説明変数と被説明変数（

外的基準）が共に定性的変数であるため，数量化理論

第n類を適用し分析を試みた。

　設定された外的基準は，表1に示される，（1）スポー

ツの実施程度，②健康・体力づくりのためのスポーツ

実施，（3）学校や地域でのスポーツ行事への参加，そし

て（4）スポーツクラブへの所属，の4つであり，それら

の外的基準のカテゴリーとサンプル数は表1に示され

る通りである。一方，説明変数は表2に示される7要

因群からなる50要因，139カテゴリーから構成された。

　なお，これらの変数抽出の理由については，本研究

の外的基準（1）スポーッの実施程度のみをとりあげ考察

した金崎ら2）の報告を参照されたい。

結果と考察

1，相関比と判別力

　まず，今回の分析の有効性，あるいは設定された要

因の妥当性をみるために，判別力と相関比（表3）を

みると，外的基準（1）つまりスポーツ実施程度は，既に

表1に示されたように，全対象者を実施群と非実施群

とに区分したことにより，その相関比と判別力は他の

外的基準のそれと比べてかなり低い。しかし，数量化

理論第H類の他の適用例に比較すると，それらの値は

必ずしも低いとは言えない。一方，その他の外的基準

つまり（2‖3‖4）においては，特に（3）スポーッ行事参加を

はじめとして相関比0．80前後，そして判別力も90％前

後といずれも著しく高い。従って，今回の結果の信頼

性，あるいはとりあげられた要因の妥当性は全般的に

はかなり高いものと推測される。
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2，外的基準別単相関係数の比較

　表4は，各外的基準と諸要因の単相関係数の結果を

男女別に示したものである。そこで，例えば（1）スポー

ッ実施程度（男子）についてみると，次の諸点が指摘

されよう。

　要因別にみると，現在のクラブ所属・現在友人の奨

励・体育の好嫌・スポーツのチャンスなどの要因が

0．30以上の高い相関を示し，一方要因群別には，前記

の結果に関連して，まず「スポーツ条件」群の全要因

が1％水準で有意な高い相関を示し，同様に「スポー

ツ関与・意識」や「生活時間」の各群でも高い相関を

示す要因が多いのに対し，逆に「基本的特性」や「家

庭環境」あるいは「生活意識」の各群では有意な相関

を示す要因は少なく，全体としても関連が低い傾向に

あることが指摘される。

表1　外的基準の構成とサンプル数

外基
的準

ω

ス

ポ
ー
ツ
実
施
程
度

（2）

健
康
　

体
力

つ
く
り

㈲

ス

ポ
ー
ツ
行
事
参
加

働

ス

ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
所
属

旧　カ　テ　ゴ　リ　ー

・毎 （週，－6日）日

2ほ 趨仁え笥日

3と 誌一ξ日）き

　　と　　き　　た　　ま4
　　　（月1～2日）

5まったくしない

1定期的に実施

2ときどき実施

3　あまり実施していない

4実施していない

1　たいてい参加している

2　かなり参加している

3　あまり参加していない

4㌣んど参加していな

1所属している
・褒していたが退部し

3所属していない

4　無　　記　　不　　明

サンプル数
男子1女子
　23
（8．8）

　30
（11．5）

　81
（31．0）

　73
（28．0）

　54
（20．7）

　45
（17．2）

　47
（18．0）

　98
（37．5）

　71
（27．3）

　22
（8．4）

　47
（18．0）

　93
（35．6）

　99
（37．9）

　72
（27．6）

　13
（5．0）

　174
（66．7）

　2
（0．8）

　6
（1．6）

　25
（7．9）

　78
（24．7）

　97
（30．7）

　110
（34．8）

　22
（7．0）

　41
（13．0）

　112
（35．4）

　141
（44．6）

　23
（7．3）

　38
（12．0）

　97
（30．7）

　158
（50．0）

　54
（17．1）

　7
（2．2）

　254
（80．4）

　1
（o．3）

新カテゴリー

実　　施　　群

非　実　施　群

実　　施　　群

非　実　施　群

参　　加　　群

非　参　加　群

所　　属　　群

非　所　属　群

新サンプル数

男子1女子

134

127

92

71

69

99

72

174

109

207

63

141

61

158

54

254
















































